








〔まとめ〕新生児期に超音波断層法(2DE)により診断された心房中隔開存例の自然歴を観察

した。心疾患を疑われ生後 4 週以内に精査をうけ心房中隔の開存が認められた 12 例中 8

例で 2-16 生月に自然閉鎖が確認された。また小児科新生児・未熟児室入室児 102 例の中で,

生後2日以後1週間以内に24例で心房中隔の開存がみられ,13例に1週以後,7例に1生月

以後,6 例に 6生月以後,2 例に 1歳以後開存孔がみられた。以上の対象群の中で自然閉鎖が

認められた 29 例中 27 例で valve 様の開存孔が共通して認められた。また自然閉鎖が認め

られなかった 6症例全例で心房中隔に実質的欠損がみられた。以上により乳幼児期にみら

れるいわゆる心房中隔欠損症(以下 ASD)の自然閉鎖例と新生児期に高頻度で認められる心

房中隔開存例とは一連の病態と考えられた。これに対し心房中隔に実質的欠損をともなう

通常の ASD は自然閉鎖の可能性は少ないと考えられた。 


